	⑧ ＳＮＳ（ｿｰｼｬﾙ・ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ・ｻｰﾋﾞｽ）の活用の検討


東日本大震災では津波による通信インフラの被災や長時間にわたる停電等により音声通信に支障が生じました。一方、インターネット回線は通信規制が少なく、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の情報が契機となった救助事案も報告されています。

熊本地震では、一時的に携帯電話が通話不能になりましたが、SNSのひとつであるLINEの音声通話機能は利用できたそうです。
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LINEのグループメール機能は避難所運営にも効果があったことが確認されています。
避難所はなるべく顔の見える規模と人数という小規模であることが理想的ですが、一定規模以上の避難所を運営する役員間などでLINEのコミュニティを作ることにより、異なる場所で活動していても、避難所運営に必要な様々な情報をリアルタイムで共有することができます。

その他にも熊本地震では、各避難所に派遣される市町職員と市町本部との間で、LINEグループを作り、市町本部と各避難所との間の情報共有に役立ったという声が多くあります。

※SNSには様々な種類がありますので、避難所の状況によって判断しましょう。

※デマや個人情報の取り扱いについては、十分注意しましょう。

各種SNSの主な利用方法
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消防庁「大規模災害時におけるソーシャル・ネットワーキング・サービスによる緊急通報の活用可能性に関する検討会資料」より引用

